
（例１）総合事業の有効期間を短縮しない場合
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（例２）総合事業の有効期間を短縮する場合
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《参考》指定の有効期間の短縮の例
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<メリット>一体的に事業を実施している居宅サービス等と更新時期を合わせることができ、指定更新の管理がしやすくなる。

<デメリット>総合事業の有効期間を短縮することにより、１度だけ短い期間での指定更新手続きが必要となる。
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